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究」昭和12年. 463ー73へー シ(以下「原浦問題研究」と略す〕。 戦控附録を省いて改題i主刊「日
本紡積。史四分析J昭和23年)以下「史淘分析」と略す)。 これには新し〈序言がつけ加えられ




貿易JI唱和四年， 36-38ベ ジ。行沢健三「国際必至揖守序説」昭和32竿. 235-11~ ージ曇照.





















2) 名和統一，前掲「貿易問題J22-23へ ジ。風早八十二， 日本資本主義と国外市場. r潮流」




4) 措C回国際経済研究会報告， 戦桂日本経済の対月関係. r世界経済評論」昭和岨年4月号，
13-37ベー ジ。


































三環節論の再検討 (369) 101 
て展開されている。そのために，戦前貿易構造を半封建制一国内市場狭陸論を
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却) 名和統一，前掲「史的分析 i序言.Bベ ジに以下の指摘がある。 r日本帝国主義の捧持前/




綿のわずか 18%が日本に輸出されるにすきない。 この unequaltrale 以 kに
















21) Utley， 0ρ c<九 p.51 
22) この点に関し Cは，水沼知氏の訳語の変5とが参考になる。氏は，はじめは不幸価主換と訳さ
れていたが(外国貿易の発展と資本の輸出， i日本経済史大系6J昭和4C年 261へー ジλ後に
引対等舟貿易関需と訳を改めている。(隅主主三喜男編「昭和恐慌」昭和4S年. 194ベーシ〕。
23) 三環節論を，不均等発展論国際価憧諭を基軸として再構成し土う左したもの1.>:，謁見識良
日本貿易掩造論の分析視角上下。 i世界経済評論」唱和48年5月 6且号， それぞれ68-75ベ



































26) Utley， opαt.， pp. 24-36. 



























28) Utley， op. cit. p. 37 













































































33) 名和統，通俗国民経済観の検覆， [自由通商』第6巻第12号，昭和8年， 2ベー ジa








有しているが，しかし晶和主正白占五二ゐ品市卓;'ð :6るもI~~\'.'o 企鼻1<， 長2岳民私


















































































































44) 吉信粛，独占資本主義の確立と外国貿易，松#情編「近代日本貿易史」第3巻，昭和38年， 69 
へ ジ参伊ラまた，海野福寿氏は，貿易関係D詳細な検討により，三環節は，明治の末から第1

























47) 松井市教授は. r日木貿易読本」の第2版以降，環節に代えて， ;レ トとしう表現を用いてい
るー そのE由について教授自身申指摘はないが，環節の歴史的畏定性に着目c.，貿易市場圏分析
とLて純化しようとLたためだと思われる。
